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前
略
　
お
元
気
か
？

こ
の
文
、
東
京
目
黒
宅
へ
届
く
頃
、

貴
殿
恐
ら
く
旅
の
空
。
南
は
九
州
福
岡

或
い
は
北
は
北
海
道
札
幌
か
？

夏
の
恒
例
の
全
国
巡
業
と
は
謂
え
、

着
ぐ
る
み
で
舞
台

一
杯
に
踊
り
駆
け
抜

け
る
ア
ノ
仕
事
量
、
運
動
量
、
”
ア
ツ

カ
ロ
ー
、
ツ
ラ
カ
ロ
ー
“
正
に
暑
中
お

見
舞
い
申
し
上
げ
る
次
第
―

こ
ち
ら
は
盆
前
だ
と
い
う
の
に
気
温

三
〇
度
を
超
え
る
日
が
な
い
。
貴
殿
に

は
申
し
訳
な
い
位
涼
し
い
夏
だ
。
―

不
況
の
折
と
は
謂
え
、
湊
の
花
火
は
あ

っ
け
な
か
っ
た
な
あ
…
。

さ
て
、
先
だ
っ
て
は
大
阪
か
ら
の
電

話
、
留
守
に
て
失
礼
。
多
分
”
夢
二
“
の

脚
本
の
新
た
な
る
構
想
に
違
い
な
い
。

旅
先
の
貴
殿
か
ら
沸
き
出
づ
る
斬
新
か

つ
ユ
ニ
ー
ク
な
発
想
に
、
凡
た
る
小
生

は
毎
回
驚
嘆
さ
せ
ら
れ
る
も
の
で
あ
る

が
、
先
の
主
人
公
、
竹
久
夢
二
の
ダ
ブ

ル
キ
ャ
ス
ト
の
件
は
い
か
が
な
も
の

か
，
・
も
ち
ろ
ん
勉
さ
ん

（注
１
）
に

日
常
の
夢
二
を
演
じ
て
頂
く
に
よ
っ
て

舞
台
に

一
層
の
厚
み
、
説
得
力
を
加
え

る
こ
と
は
実
証
済
み
で
あ
る
。
し
か
し

主
人
公
の
貴
殿
が
夢
の
中
の
夢
二
の
み

を
演
じ
、
夢
と
現
実
の
交
錯
を
表
現
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
恐
ら
く
ラ
ス
ト
シ
ー

ン
で
の
貴
殿
の
独
自

（＝
テ
ー
マ
）
が

効
い
て
こ
な
い
か
も
し
れ
な
い
と
い
う

危
惧
が
あ
る
。

貴
殿
の
作

・
演
出
で
あ
る
抒
情
的
詩

劇
の
思
い
入
れ
は
約
Ю
年
に
も
及
ぶ
ラ

イ
フ
ワ
ー
ク
で
あ
る
。
堂
々
と
、
た
っ

ぷ
り
と
、
そ
し
て
ワ
ガ
マ
マ
に
！
　
で

あ
る
。
八
北
高
演
劇
部
よ
り
、
新
劇
の

名
門
、
五
月
舎

へ
み
ご
と
入
団
し
プ
ロ

の
道
を
歩
む
。
現
在
は
フ
リ
ー
と
な
り

映
画
・Ｔ
Ｖ
・舞
台
。Ｃ
Ｍ
に
て
活
躍
し

つ
つ
、我
々
”ク
レ
イ
ジ
ー
ジ
ャ
ツ
プ
“

旗
揚
げ
当
初
よ
り
演
出

・
主
要
キ
ャ
ス

ト
と
、
貴
殿
の
十云
歴
は
長
い
。

（ア
ト
数
年
で
な
ん
と
芸
歴
二
〇
年
と

い
ユヽ
争
実
、
貴
殿
は
認
識
か
＝
）

小
生
と
し
て
は
加
藤
文
生
氏
の
ビ
ア
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Uttoge
三
浦
暫
田
職
へ
ま
す
●

＞
４
月
に
東
京
で
行
わ
れ
た
公
演
「リ
ョ
ー
マ

の
休
日
」
よ
り
。
三
浦
哲
郎
氏

〈
文
／
芝
居
仲
間
ク
レ
イ
ジ
ー
ジ
ャ
ツ
プ

。
木
村
勝

一
〉

ノ
の
ソ
ロ
で
貴
殿
の
一
人
芝
居
と
い
う

リ
サ
イ
タ
ル
的
企
画
を
考
え
て
い
た
の

だ
が
、
そ
こ
は
何
し
ろ

「芝
居
は
思
い

切
リ
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
に
１
」
が
貴
殿
の
回

癖
で
あ
る
。
原
作
を
あ
の
尾
崎
周
司
氏

（注
２
）
に
依
頼
し
、
七
名
の
キ
ャ
ス

ト

（内
子
役
が
二
名
）
泉
流
は
泉
彩
菜

（注
３
）
の
振
り
付
け
に
よ
る
日
本
舞

踊
五
名
の
登
場
、
一塁
示
よ
り
現
代
舞
踊

の
飯
塚
聡
子
が
参
加
、
そ
し
て
オ
リ
ジ

ナ
ル
由
は
Ｎ
Ｙ
、
東
京
で
活
躍
中
の
作

曲
家
、
加
藤
文
生
率
い
る
”
渡
り
鳥
楽

奏
団
“
（注
４
）
の
演
奏
と
い
う
豪
華

版
の
大
ユ
ニ
ッ
ト
と
な
っ
て
し
ま
っ

た
。
ま
た
我
が
ク
レ
イ
ジ
ー
な
仲
間
、

大
門
賢
二
も
来
八
、
裏
に
つ
く
と
い
う

オ
マ
ケ
も
つ
い
た
。
こ
れ
は
つ
ま
り
夢

二
と
謂
う
”
夢
の
祭
典
“
な
の
で
あ
る
。

（し
か
し
、
皆
楽
屋
へ
入
り
き
れ
る
の

だ
ろ
つヽ
か
哲
郎
殿
…
）

”
祭
“
と
い
え
ば
最
近
、
県
の
行
政

が
何
を
血
迷
っ
た
か
、
血
税
二
〇
数
億

円
也
の
”文
化
観
光
立
県
宣
言
“
な
る

花
火
を
上
げ
る
ら
し
い
。
文
化

・
芸
術

と
は
無
関
係
の
識
者

・
体
現
者
抜
き
の

過
剰
な
イ
ベ
ン
ト
だ
が
、
十
パ
一
絡
げ

の
泥
縄
方
式
で
仕
込
ま
れ
た
打
上
げ
花

火
は
不
発
に
終
わ
る
こ
と
は
必
定
。
今

だ
”
地
方
の
時
代
“
だ
”
地
方
発
進
“
だ

の
と
い
う
貧
困
な
発
想
で
は
こ
の
地
に

花
火
は
お
ろ
か
花
も
咲
か
ぬ
だ
ろ
う
。

岡
本
太
郎
謂
わ
く

「男
女
同
権
で
は

な
い
男
女

一
体
だ
」
。
そ
し
て
我
々
、

足
掛
け

一
〇
年
来
の
地
道
な
活
動
こ

そ
、
東
京

・
地
方

・
ジ
ャ
ン
ル
・
人
種

を
も
超
え
た
”
芸
術
の
融
合

・
文
化
の

共
有
“
と
謂
え
る
営
み
で
あ
っ
た
と
の

自
負
が
あ
る
。

と
に
か
く
九
月
に
は
再
会
し
、
共
に

ど

っ
ぶ
り
と
”
夢
ニ
ワ
ー
ル
ド
“
に
浸

ろ
う
。
そ
し
て
”
ワ
タ
リ
ド
リ
“
の
打

ち
震
え
る
様
な
”
夢
二
の
タ
ン
ゴ
“
た

ず
さ
え
、
稽
古
に
入
り
た
い
も
の
だ
。

―

―
本
番
の
暁
に
は
ご
来
場
の
皆
様

と
芸
術
の
美
神
に
捧
げ
る
エ
ン
タ
ー
テ

ィ
メ
ン
ト
と
謂
う
花
火
、
否
、
大
正
浪

漫
の
匂
い
香
り
立
つ
大
輪
の
花
を
こ
の

地
に
咲
か
せ
よ
う
で
は
な
い
か
！

九
月
の
本
番
ま
で
ア
ト
少
し
。
大
事

な
体
だ
、
御
自
愛
し
つ
つ
精
進
し
て
く

れ
た
ま
え
。　
　
　
　
　
　
　
　
・
草
々

（
注

―
）
御
存
知

、
田
中
勉

氏

（通
称
ベ

ン
さ

ん
）
。
∽
ｏ
①
ｏ
ｏ
　
ｍ
ｍ
ｚ
代
表
。
常
に

「ク
レ
イ

ジ
ー
ジ

ャ

ッ
プ
」

を
バ

ッ
ク

ア

ッ
プ

し
企

画
、

製
作
、
出
演
し
て
頂
い
て
お
り
ま
す
。

（注
２
）
も
と
も
と

は
イ

ン
デ

ィ
ー
ス

映

画

の

巨

匠

（
虚

匠

？

）
。

過

去

に

５

年

の
監

督

作

品

。
昨

年

は
初

の
芝

居

「
あ

し
た

は
ど

っ
ち

だ

」
の
脚

本

を

書
き
お
ろ
し
た
。
今

回

の

，
夢

二
・
は

氏

の
キ

ャ
ラ
ク

タ

ー

に

は
な

く

，
つ

ら

い
ヽ
仕

事

だ

っ
た

そ

う

だ

。
趣

味

は
木

村

に
難

し

い
役

を
与

え

る

コ
ト

ー

（注
３
）

∽
Ｏ
①
ｏ
①
∞
ｍ
Ｚ
で
も
お
な
じ
み
ア
ヤ
ナ

先
生
。
泉
流
師
範

で
も
あ
る
。
八
戸
北
高
校
～

日
大
芸
術
学
部
卒
。
最
近

で
は
、
７
月
に
八
戸

公
会
堂
に
て
１
５
０
０
人
の
観
客
を
動
員
。
８

月
に
は
国
立
劇
場
出
演
と
精
力
的
に
活
動
し
て

い
る
。
∽
Ｏ
ｏ
ｏ
①
　
田
ｍ
ｚ
で
は
、
創
作
踊
を
毎

月

コ
ン
ス
タ

ン
ト
に
発
表
。
来
春
は
ク
レ
イ
ジ

ー
ジ

ャ
ッ
プ

Ｎ
Ｙ
公
演
に
参
加
予
定
。
酒
も
相

当
飲
め
る
。

（注
４
）
加
藤
氏
率
い
る
大
モ
ノ
ぞ
ろ
い
の
メ
ン

バ
ー
。
何
故
か
ク
レ
イ
ジ
ー
ジ

ャ
ツ
プ
に
手
弁

当

で
曲
を
提
供

し
て
頂
き
ま
し
た
―
　
あ
り
が

と
う

こ
ざ

い
ま
し
た
――
・

〈
清
野
佳
子
〉
チ

ェ

□
。
最
近
は

「
オ
ズ

の
魔
法
使

い
」

「
レ

〓
ミ

ゼ

ラ
ブ

ル
」

「
ア

ニ
ー
」
等

、
ミ

ュ
ー
ジ

カ
ル

オ
ー
ケ

ス
ト

ラ
に
参
加

。
〈
大
塚
雄

一
〉

ア

コ

ー
デ

ィ
オ

ン
。
田
年

「
Ｓ
Ｏ
Ｉ
Ｄ
Ａ
Ｉ
」
結
成
。

田
年

ア
ル
バ

ム

「
〇
く
ｍ
コ
∽
ｍ
＞
∽
」
発
表
。

９７

年

ソ
ロ
ア
ル
バ
ム

「＞
〇
〇
〇
刀
∪
一＞
Ｚ
＞
」
発
表
。

〈
谷
克

己
〉

べ
―

ス
。
田
年

に
渡
米
。

ア
ー
ト

ブ
レ
ー
キ
ー
等
、
有
名
ミ

ュ
ー
ジ
シ

ャ
ン
と
共

演

。

ニ

ュ
ー

∃
―
ク

シ
テ

ィ
オ
ペ

ラ
に
参
加

、

カ
ー
ネ
ギ
ー
ホ
ー
ル
に
出
演
。

▲ 加藤文生氏。作曲家  ビアニス ト。

86年渡米、バ リー 八 |」 ス等 にピア

ノを学 ぶ。八一 レム ルネサ ンス

オーケス トラ に参加 しリンカー ン

センター等 に出演。 10年間 NYに て

活動後、96年帰国。木村勝― とは今

年 2月 の NY行 きの便 で運命 的な出

会 しヽを し、今 回か ら音楽 を担当 して

しヽただ くことになる |

芝
居
仲
間
ク
レ
イ
ジ
ー
ジ
ャ
ツ
プ

番組変更の場合もありますので、内容についてはデーリー東北の「あすのメモ」
「きょうのメモ」欄でご確認下さい。

■11日～13日 (3日 間公演)芝居仲間クレイジージャップ VoL1 5

「 夢 二 ・ 夢 の 日 常 」あの潤曼派の俳優の三浦哲郎プロデュースによる抒盾的轟 」のタベをあなたに…

時間/(11・ 12日 )午後7時30分～      出演 :田中勉、平霞健悦、泉彩菜、飯塚聡子、麗奈、
(13日 )午後3時～ 午後6時～        木村勝一、他

料金/3000円 (大人)2000円 (高校生以下)オリジナル曲/作曲 :加藤文生  演奏 :渡り鳥楽奏団
原作 :尾崎周司                問い合わせ/0178‐ 52‐2503・ 080‐783‐8738
作・演出・主演 :三浦哲郎               (ク レイジージャップ・オ鉢寸)またはSpaceBENま で

■22日～25日 (4日 間公演)

ひま人 VOL17
時間/午後7時30分

料金/500円
おなじみのひま人シリーズの第

17弾。田中勉の一人芝居でお

送りいたします。

月 の F riday
「野Πスペースベン~八

戸市柏囃 -11-8
8&FAX 43-9876

駐車場はございませんので、車で

のご来場はご遠慮下 さい。

(近 くに西町書店駐車場有 り)
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